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標準参考テンプレート 

今回、整合性審査省略を申告することが出来る「入力基準書」に則した入力を効率的に行うため

に「 標 準参 考 テンプレート」を用 意 した。本 テンプレートには整 合 性審 査 省 略を申 告することの出 来

ない入力 方法についてもバリエーション②として便 利に行えるようないくつかの配慮も盛り込んでいる。 

 

シート構成について 

標 準 テンプレートにはサンプルモデルと同 様 に申 請 に必 要 なシートが設 定 されている。平 面 図 や

立断面図は[表示]＞[作成]から各ビュー追加していく。また、新たな分類のシートは「新規シート」に

て図面枠、プレースホルダより追加して作成していく。 

シート分類として図書ととしての A100 番台の一般図用と B100 番台の申請用と分けている。 

 

図：シートのブラウザ構成 
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シート（シート分類） 

標準テンプレートでは以下のように設定している。番号については意匠に関する図面は A、申請

に用いる図面は B とし、3 桁の数字で図面の種別を分けているが、設計者がプロジェクトに合わせて

適宜番号をつける。 

 

A000_概要 

A-000 –  表紙 

A-001 –  図面リスト 

A-002 –  概要書 

A-010 –  面積求積図 

A-011- 平均地盤面測定図 

A-020 –  外部仕上表 

A-021 –  内部仕上表 

A100_一般図 

A-100 –  配置図 

A-101 –  平面図 

A-110 –  立面図 

A-120 –  断面図 

：  

：  

B100_申請 

B-000 –  表紙 

B-001 –  図面リスト 

B-002 –  概要書 

B-010 –  面積求積図 

B-011 –  平均地盤面測定図 

B-020 –  外部仕上表 

B-021 –  内部仕上表 

B-100 –  防火区画図 

B-101 –  立面図 

B-102 –  断面図 

：  

：  

：  

：  

図：プロジェクトブラウザ 
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ビュー構成 

（１）  ビュー構成について 

テンプレートのビューではブラウザ構成によって「セクション別」で表示してある。ビューにはシート同

様、 

 A_建築 

 B_行政協議及び申請 

のセクションが用意されており、その中でそれぞれ「副専門分野：」「タイプ」「ファミリ」の順でブラウザ

構成をしている。 

ビューについては標準テンプレートでは配置図と平面図、立面図、断面図、製図ビュー及びエリア

プランが用意されており、適宜天井伏図や屋根伏図、3D ビューといった必要なビューを追加して使

用する。 

図面番号については意匠に関する図面は A、行政協議及び申請関係を B とし、3 桁の数字で図

面の種別を分けているが、設計者がプロジェクトに合わせて適宜番号をつける。 

図：ブラウザのビュー構成 
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（２）  A_建築 

 

A000_概要 

A000-1_建築面積、A000-2_延床面積、等 

ここでは一般図で作成した平面図に上書きする形

でエリアビューにて建築面積、各階の延床面積を作

成する。求積用のビューテンプレートが設定してあり、

平面図は壁をハーフトーン、その他のオブジェクトを

非表示にしてある。求積はエリア境界を用いて作図

し、エリアのプロパティに番号、各機能を入力してい

く。 

A100_一般図 

ここでは建物の一般図に関する内容を作図する。 

A100-1_配置図  

敷地境界線および敷地周辺の情報を入力する。

ビューテンプレートによって敷地境界線と詳細線分が

表示されるように設定されている。 

A100-2_平面図 

各階の平面図を作図する。1 階には敷地境界線に

関する情報（寸法、高低差、境界線の種別等）およ

び 1 階の平面形状、入口、外構等の配置図に必要

な情報を入力する。 

A100-3_立面図(一般図) 

各面の立面図を作図するビュー。 

A100-4_断面図(一般図) 

主な断面図を作図するビュー。 

立断面に関して、A100-2_平面図のビューテンプレー

トによって立面・断面位置は非表示にしてあるため、

平面図上にて「非表示要素の一時表示」で立面・断

面図線の位置を適宜調整して作図する。 

図：ビューの構成 
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（３）  B_行政協議及び申請 

 

凡例 

標準テンプレートには BIM 申請に必要な凡例及び、サン

プルモデルのシートに配 置してある凡例 を参 考として用意

している。これらはプロジェクト毎 に適 宜 編 集 して使 用 す

る。 

 

図：凡例のシート 

 

（１）  A000_内部仕上表注記 

A000_内部仕上表注記_略号：シート A000_概要に格納される内部仕上表に利用する。 

 

表：凡例 A000_内部仕上表注記_略号 

 

A000_内部仕上表注記_上段：シート A000_概要に内部仕上表に利用する。 

 

表：凡例 A000_内部仕上表注記_上段 

 

  

B100_ 一般図 

各 階 の平 面 図 で作 成 した平 面 図 を利 用 して行 政 協 議

及び申 請のための図書 を作 成する。ビューテンプレート

にはプロパティの「 防 火 」 に入 力 した部 屋 の排 煙 区 分 、

壁の区 画 分類 、カラースキームによる排 煙エリア等が設

定されている。 

図：防火区画図 
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（２）  A000_建築共通事項チェックリスト 

BIM による審査の確認申請用特記例として特記仕様書のシートに配置している。プロジェクト毎に

適用するものについてチェックを入れる。 

表：凡例 A000_建築共通事項チェックリスト（例）  

 

（３）  A000_防火認定番号、耐火構造表 

ここでは参考として防火 認定番号、耐火 構造の認定番号

を記入する。 

表：凡例 A000_耐火構造表 

 

 

（４）  B100_防火区画図 

平面図ビュー「B100-1_防火区画図」のビューテンプレートによる、カラースキームやフィルタによっ

て表 現 される内 容と同 等 であり、防 火 設 備 関 係のタグもファミリの「 注 釈 記 号 ： 防 火 設 備 記号 _ドア、

防火設備記号_窓」の凡例となっている。 

表：凡例 B100_防火区画図 
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集計表/数量 

ここには各ビューに対する主要な集計表/数量が用意されている。それ以外、ここで説明していな

い集計表はサンプルモデルで利用したものであり、参考までにテンプレートに載せてある。 

（１）  A000_概要 

ここには概要に関する集計表/数量が格納される。 

A．エリア 

「エリア集計_建築面積」 

ビューA000-1_建築面積 で作成したエリアの面積表でエリアに番号を入れると番号に対応

した面積及び下三桁が切り捨てされた面積が算出される。 

「エリア集計_全体」 

容積対 象床 面積の全 体 を管理する。A000-2_延 床面積で作成 したエリアのプロパティに対

してそれぞれ[番号]、[エリア_基準法上用途]を入力する。 

「エリア集計_各階」 

上記「エリア集計_全体」で作成された面積表を基に各階の面積表が作成される。 

「エリア集計_１FL」「エリア集計_2FL」  

それぞれの階の面積表が容積対象、容積対象外別に作成される。 

「エリア集計 延床面積_用途別」 

基準法上用途毎の延床面積が作成される。 

「集計キーエリア_基準法上用途」 

上 記 「 エリア集 計 _全 体 」 の[エリア_基 準 法 上 用 途 ]の集 計 キーであり、建 築 物 の主 要 用 途

一覧  〔 建築基 準法施 行規則 別 記様式  別 紙〕にある用途が記載されている。この集計

表 D 列の「容積対象判定」のチェックにて容積対象か対象外かを識別している。 

 

B．シート 

「シートリスト」  

作成したシート一覧を作成する。B 列「シート特記」に「除外」と入力することで図面リストか

ら除外できる。 

「図面リスト」  

シート A-001 –  図面リストに載せてある図面リスト。 

 

C．敷地境界線 

「敷地面積算定」 

[外構]＞[敷地境界線]で作成した敷地境界線内の面積を算定する。 
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ｄ．部屋 

「内部仕上表」 

部屋プロパティで入力した仕上が反映される。 

「排煙区画」 

部屋プロパティ内 「防 火 」の[排煙区 分及び告 示 ]に入力された場合に部 屋名、排煙区分

及び面積が算出される。 

 

 

（２）  B100_申請図 

ａ．＜移動距離＞ 

「居室から直通階段にいたる歩行距離（令 120 条）」  

 「解析タブ」＞「移動経路」で作成した移動距離について表示する。 

 

ｂ．シート 

B_行政協議及び申請に関するシートリストを作成する。 

 

ｃ．窓 

「排煙有効面樹」 

窓の排煙面積を入力する（手入力） 

 

ｄ．部屋 

「必要排煙面積」 

部屋プロパティ内「防火」の[排煙区分及び告示]に「自然数」と入力された場合に部屋名

及び面積が算出され、部屋の面積から自然排煙の必要排煙面積を算定する。 

 

「部屋_防火関係」 

 各階の部屋の防火に関する項目（パラメータ）を集計した表。 
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ファミリ 

ここでは主に防火区画に関連するパラメータが組み込まれたファミリについての解説をする。 

 

（１）  ドアファミリ、ドアタグファミリ 

ａ．「ドアファミリ」 

ドアファミリは初期データとして片開き、親子扉、両開き、

開口枠の 4 種類を格納している。 

様々なパラメータが設定されているが、B100-1_防火区画

図において、プロパティ内の[構成] 「防火性能」でドアの

防火性能を凡例に基づいて文字入力する。 

 

 

 

ｂ . 「防火設備記号_ドアタグ」 

ドアファミリのプロパティ内、識別情報にある「(建具)防火

性能_選択欄」タブに対応する。 

 

図：ドアのプロパティ及び符号 

 

ｃ．「防火区画 建具防火性能符号凡例表」 

ドアの符 号の種別に関 しては各 プロジェクトに必 要 な項 目および凡 例を整 理する。テンプレートでは

参考として以下の凡例を用意している。 

防火設備の建具符号は下記の通りそれぞれ文字打ちとする。 

[ ]：大括弧、( )：括弧の半角の 2 種類を使用する。 

表：防火設備関係符号（凡例：B100_防火区画図） 
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参考 サンプルモデル② 

サンプルモデル②ではドアファミリは初期データとして片

開き、親子扉、両開き、開口枠の 4 種類を格納している。 

様々なパラメータが設定されているが、B100-1_防火区

画図において、プロパティ内の識別情報「(建具)防火性

能_選択欄」でドアの防火性能を選択できるように設定さ

れている。 

 

 

 

「防火設備記号_ドアタグ」 

サンプルモデル②ではドアファミリのプロパティ内、識別

情報にある「(建具)防火性能_選択欄」タブに対応する。 

 

 

 

図：ドアのプロパティ及び符号 

 

 

  

※線 分 による防

火 区 画 なのでド

アの上 部 にも区

画 ラインが表 示

される 
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（２）  壁ファミリ、壁タグファミリ 

ａ． 「壁ファミリ」 

壁ファミリは標準的な壁を用意している。ビューテンプレ

ート内のフィルタ適用を行いやすくするため、タイプ名の先

頭に「(外部)」「 (内部)」と命名してある。 

 

ｂ . 「壁ファミリ」の防火区画 

壁ファミリには様々なパラメータが設定されているが、

[B100-1_防火区画図] において、プロパティ内「(法規)壁_

区画分類」で防火壁の区画区分を入力できるように設定さ

れている。これらの区画分類によって壁の色が適宜変わる

ようにビューテンプレートのフィルタを設定してる。 

 

 

 

図：壁のプロパティ及び例 

ｃ． 詳細線分による防火区画 

サンプルモデル②では防火区画の色分け

は詳細線分にて作成し、壁のパラメータに依

存しない形で防火 区画図を作成している。

標準テンプレートにはこれらの線分を用意して

いる。 

表：防火区画用の詳細線分 
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（３）  窓ファミリ、窓タグ 

ａ．「窓ファミリ」 

窓ファミリは初期データとして FIX 窓、ガラリ_横、縦すべ

り出し窓の３種類を格納している。 

様々なパラメータが設定されているが、B100-1_防火区画

図において、プロパティ内の構成「防火性能」で窓の防火

性能を文字で記入できるように設定されている。 

 

ｂ．「防火設備記号_窓タグ」 

窓ファミリのプロパティ内、プロパティ内の構成「防火性

能」で窓の防火性能に対応する。 

 

 

 

図：窓のプロパティ及び符号 

 

 

（４）  詳細項目 

ａ．「塗り潰し領域」 

塗り潰し領域には防火区画図に必要な色を用意してい

る。防火区画図を作成する際にカラースキームで対応でき

ない場合等に使用することができる。 

 

なお、サンプルモデル②では区画図の色は塗り潰し領域

にて作成している。 図：塗り潰し領域の種類 

ｂ．「廊下幅寸法」 

詳 細 項 目 に法 的 に確 認 が必 要 な廊 下 幅 寸 法 のファミリ

を用 意 している。これは法 的 に必 要 な寸 法 を明 示 し、廊 下

幅がそれ以上であることを示すために用いる。 

 
図：通路幅寸法 
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（５）  防火対策 

ａ．ファミリ：防火区画_スパンドレル部分 

B100-1_防火区画図において、外壁のスパンドレル部分

の防火区画を表示する場合、[防火対策]ファミリ：スパンド

レル部分を使用する。これにより平面図及び立面図におい

て連動した垂直方向のスパンドレル部を表現できる。 

このファミリはビューテンプレート「V/G はモデルに優先」

内、[防火対策]の表示のチェックの ON/OFF によってビュ

ー内での表示/非表示を制御する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：[防火対策]ファミリ 

：スパンドレル部分 

 

図：平面図スパンドレル部分 

 

図：立面：スパンドレル部分 

なお、サンプルモデル②ではスパンドレルは詳細線分で記入している。 
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ｂ．非常用進入口（代替進入口） 

平 面図で配 置 した代替 進 入口に代わる開 口 部 は[防 火

対 策 ]ファミリ： 非 常 用 進 入 口 （ 代 替 進 入 口 ） を使 用 する。

これにより平 面 図 に配 置した代 替 進 入 口 の位 置 が立 面 図

及び 3D パースにも連動して表現される。位置の高さはプロ

パティ内の[寸法]＞[H]で制御する。 

 

この[防火対策]ファミリはビューテンプレート「V/G はモ

デルに優先」内、[防火対策]の表示のチェックによってビュ

ー内での表示/非表示を制御する。 

 

図：[防火対策]ファミリ 

：非常用進入口(代替進入口) 

  

図：平面図 / 立面図  

 

図：3D パース 

なお、サンプルモデル②では代替用進入口は平面図、立面図それぞれ一般注釈で作成してお

り、立面図とは連動していない。 

以上、標準テンプレートの主だった部分を説明したが、その他のファミリについては建築三会のオ

ブジェクト別ガイドラインを参照してください。 


